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身 頃 パ タ ーン と 肩 部・ 頚 部 と の 関 わ り に つ い て

共 立,女 大家 政　　　　　　　 開 墾　 治 子　　 百 田　 裕 子　o   河 合　 伸 子

被　 服　103

＜ 目 的 ＞

身 頃 パ タ ーン に お い て 個 体 差が 著し く 表 れ る 肩 部 及 び 頚 部 の 体型 特 徴 を 把 握し 、 体 型 別 の

パ タ ーン 分 類 を 試 み た 。

＜方 法 ＞

被験 者 、 成 人 女 子1    4   1 名 につ い て 、 以 下 の 手 法 よ り デ ータ を採 取し た 。

1 . 身 体各 部 の 計 測 デ ータ

2  .･シ ル エ ッ タ ー写 真 よ り の 計 測 デ ータ

3.1. の 計 測 項 目 よ り 作 成 し 、試 着 ・ 補正 さ れ た 原型 か ら 採 取し たデ ー タ

４ ． 右 肩 部 か ら 衿 ぐ り に かけ て 石膏 型 取 り を 行 い 、 石 膏 抜 き 型よ り の 計 測 デ ータ と 内 部 に

サ ージカ ル テ ープ を 貼 付し 、平 面 展 開 図 を 作 成 し 、展 開 図 よ り 採取 し た デ ータ

以 上 の デ ータ か ら 各 項 目 ご とに 主 成 分 分 析 を 行 い そ の 傾向 を とら え 、 更 に 形 状 特 性 と 身 頃

パ タ ーン と の 関 係 を 見 る た め に 各手 法 よ り 選 定し た 項 目 を 総 合的 に 主 成 分 分 析 を 行 っ た 。

＜ 結 果 ＞

総 合 的 に 主 成 分 分 析を 行っ た 結 果 、 肩 下 が り 角 度 と 頚 付 根形 状 及び 身 頃 パ タ ーン と の 関 係

、 肩 の 方 向 性 と 頚 付 根 形 状 及び 身 頃 パ タ ーン と の 関 係 の 成 分 が抽 出 さ れ た 。 こ の 結 果 よ り

屑 形 状 に よ る 体 型 分類 が可 能 に な り 、 肩 部 ・ 頚 部 の 個 体 差 を 考 慮し た パ タ ーン 作 成 の た め

の 必 要 最 低 限 の 計 測項 目 を 選 定し た 。 更 に 、 体 型 分 類 し た 特 徴的 パ タ ーン の 頚 付 根前 後 幅

径・ 厚 径 の バ ラ ン ス に つ い て 考 察を 加 えた 。
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の 動き と 衣 服パ タ ーン と の関 連 につ い て

家 政　　　　 間 壁　 治 子　o  百 田　 裕 子 河 合　 伸 子

目 的　 衣●<9>と り 量li 、適 切な 部 位 に 必 要 な 分 量 が配 分さ れ て い れIf , 比 較 的 少な い 分

量 で も 動 作 可 能 と 思 わ れ る 。 本 報 は 、 人 体 の 中 で 最 も 動 作 域 の 広 い 上 肢 帯 部 に 焦 点 を 当て

、 ゆ と り 量の 違 い 、 袖 付 線 の 違 い に よ る 可 動 範 囲 の 差 を と ら え 、 上 肢 動 作 に 伴 う ゆと り 量

の 目 安 を 求 め た'。

方 法　1  . 人 体 の 動 作 時 の 形 状 、 寸 法 、 皮 膚 面 の 変化 を デ ル マト グ ラ フ と 石 膏 型 取 り を

行 い デ ー タを 採 取し た 。　2   .    1 の 結 果 を ふ ま え 、 ゆ と り 量 と そ の 配 分 状 態 を変 化さ せ た

実 験 衣1  1 種 を 作 成 し 、 上 肢 の 動 き に 伴う 実 験 衣 の 追 従 性 と 可 動 範 囲 を 求 め た 。　3   .    2

の 結果 を ふ ま え 、 適 切 な ゆ と り 量 のブ ラウ ス を 作 成 し 、 サ イ ズ 適 合 範囲 内 の 被 験 者 で 適 合

状 態 を 検討 し た 。

結果　 上 肢 挙 上 に 伴 う 部 位 の 変 化 は 、三 角 筋 の 起 始 部 よ り の 変 化 と し て と ら え ら れ 、 面

の 変 化 で は 、 肩 先 の 部 位 の 上 昇 と 収 縮 、 旅 寓 部 の 上 昇 と 伸 展 、 後 肢 高 幅 の 伸 展 が みら れ た

。 こ の こ と よ り 、パ タ ーン で は 肩 線 と 袖ぐ り 線 の 設 定 が 重 要 で あ り 、 袖 付 線 は 一 般 に は 肩

先 と 前 後 肢 高 点 を 通 る 線 が 用 い ら れ る が 、 肩 幅 の1  ／2 の 点 と 前 後 肢 高 点 を 結 ぶ 線が 適 す

る と 考 え ら れ た 。ゆ と り 量 と そ の 配 分 状 態 を 変 化 さ せ た 実 験 衣 で は 、 身 頃 の ゆ と り量 は 、

1   0 % で 屑 上 が りが あ る も の 、 ラ グ ラ ン ス リ ーブ の も の 、 筒 袖 の ラ グ ラ ン ス リ ーブ の も の

が 上 肢 動 作 に 伴 う 追 従 性 が 良く 、 動 作 域 が 大 き い 結果 を 得 た 。 ま た 、 ブ ラ ウ スの 着用 実 験

で も肩 上 が り 、 ラ グ ラ ン ス リ ーブ の デ ザ イ ン の も の が 上 肢 動 作 が し 易 く 着 心 地が 良い と 評

価 さ れ た 。


